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令
和
元
年
度
の
県
総
合
防
災
訓
練
が
10
月
19
日
、

北
宇
和
郡
鬼
北
町
、
松
野
町
を
会
場
に
行
わ
れ
た
。

昨
年
は
、
西
日
本
豪
雨
災
害
で
中
止
と
な
っ
て

い
た
。
鬼
北
総
合
公
園
を
メ
イ
ン
会
場
に
実
施
さ

れ
、
愛
媛
教
区
災
救
隊
は
今
年
5
回
目
の
参
加
で

テ
ン
ト
ブ
ー
ス
を
お
借
り
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
上
映
し

た
。
ま
た
写
真
パ
ネ
ル
を
約
50
枚
展
示
。

今
年
も
中
村
時
広
愛
媛
県
知
事
が
立
ち
寄
ら
れ
、

隊
員
に
熊
本
で
の
災
救
隊
の
活
動
写
真
を
見
て
声

を
掛
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
神
田
教
区
長
と

挨
拶
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
に
期
待
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
感
じ
た
。

ま
た
、
今
回
会
場
に
て
配
布
用
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
作
製
し
、
添
付
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
災
救

隊
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
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月
24
日
、
松
山
市
の
ア

イ
テ
ム
え
ひ
め
「
大
展
示
場
」

に
お
い
て
、
県
内
の
社
会
福

祉
に
関
わ
る
約
２
８
０
０
名

が
参
加
し
、
第
67
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愛
媛
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社
会
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会
が
盛
大
に
開
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れ
た
。

式
典
に
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る
表
彰
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事
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の
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議
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会
長
よ
り

地
域
福
祉
功
労
に
お
け
る
感

謝
状
を
受
け
た
。

こ
れ
は
昨
年
の
平
成
30
年

７
月
豪
雨
災
害
に
お
い
て
、

復
旧
・
復
興
を
支
援
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
多

大
な
る
貢
献
を
さ
れ
た
と
し

て
宇
和
島
社
協
よ
り
推
薦
さ

れ
た
も
の
で
す
。

授
賞
式
に
は
、
発
災
後
約

１
年
に
わ
た
り
宇
和
島
市
社

協
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
対
す
る
災
救
隊
の
窓
口
と

し
て
、
連
携
を
密
に
つ
と
め

た
宇
和
島
支
部
の
佐
々
木
茂

隊
員
が
参
加
し
、
感
謝
状
を

授
与
さ
れ
た
。

10
月
24
日
、
松
山
市
の
ア

イ
テ
ム
え
ひ
め
「
大
展
示
場
」

に
お
い
て
、
県
内
の
社
会
福

祉
に
関
わ
る
約
２
８
０
０
名

が
参
加
し
、
第
67
回
愛
媛
県

社
会
福
祉
大
会
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。

式
典
に
お
け
る
表
彰
行
事

に
お
い
て
、
天
理
教
災
害
救

援
ひ
の
き
し
ん
隊
が
愛
媛
県

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
よ
り

地
域
福
祉
功
労
に
お
け
る
感

謝
状
を
受
け
た
。

こ
れ
は
昨
年
の
平
成
30
年

７
月
豪
雨
災
害
に
お
い
て
、

復
旧
・
復
興
を
支
援
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
多

大
な
る
貢
献
を
さ
れ
た
と
し

て
宇
和
島
社
協
よ
り
推
薦
さ

れ
た
も
の
で
す
。

授
賞
式
に
は
、
発
災
後
約

１
年
に
わ
た
り
宇
和
島
市
社

協
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
対
す
る
災
救
隊
の
窓
口
と

し
て
、
連
携
を
密
に
つ
と
め

た
宇
和
島
支
部
の
佐
々
木
茂

隊
員
が
参
加
し
、
感
謝
状
を

授
与
さ
れ
た
。

災
救
隊
ブ
ー
ス
に
寄
ら
れ
た

中
村
時
広
愛
媛
県
知
事

災
救
隊
ブ
ー
ス
に
寄
ら
れ
た

中
村
時
広
愛
媛
県
知
事



11
月
１
日
、
午
後
２
時
よ
り
教

務
支
庁
に
て
よ
う
ぼ
く
成
人
講
座

講
師
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
７
名

の
講
師
の
う
ち
４
名
と
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
三
日
講
習
会
講
師

の
加
藤
一
郎
主
事
が
出
席
し
ま
し

た
。当

日
決
定
さ
れ
た
か
が
や
き
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

一
人
一
人
各
自
の
講
話
を
作
っ
て

発
表
、
そ
の
後
全
員
で
講
評
を
し

合
う
と
い
う
方
法
で
、
話
の
組
み

立
て
方
や
、
声
の
大
き
さ
、
ス
ピ
ー

ド
、
マ
イ
ク
の
使
い
方
な
ど
、
細

か
い
と
こ
ろ
ま
で
研
鑽
を
重
ね
、

最
後
に
今
後
の
教
区
成
人
講
座
の

課
題
に
つ
い
て
ね
り
あ
い
を
行
い

ま
し
た
。

布
教
部
長

二
宮
道
一

僕
た
ち
愛
媛
教
区
学
生
会
は
、

11
月
４
日
教
務
支
庁
で
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
ま
し
た
。

午
前
中
に
ス
タ
ッ
フ
の
人
が
考

え
て
く
れ
た
ゲ
ー
ム
を
し
て
、
初

め
て
会
う
人
と
交
流
を
深
め
ら
れ
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

お
昼
か
ら
、
た
こ
焼
き
パ
ー
テ
ィ
ー

を
み
ん
な
で
協
力
し
て
作
り
ま
し

た
。
一
人
ひ
と
り
が
違
う
役
割
を

担
当
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
出
来
て
、

お
い
し
い
た
こ
焼
き
を
作
れ
て
楽

し
か
っ
た
で
す
。

次
の
学
生
会
行
事
で
も
、
も
っ

と
み
ん
な
が
楽
し
め
る
学
生
会
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
生
会
員

加
地
優
大

絶
好
の
秋
晴
れ
の
中
、
出
場
以

来
、
初
め
て
選
手
宣
誓
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

直
後
、
メ
ン
バ
ー
ギ
リ
ギ
リ
の

中
、
初
戦
を
迎
え
、
中
河
大
教
会

チ
ー
ム
に
苦
戦
す
る
も
、
６
対
５

の
逆
転
で
迎
え
た
最
終
回
に
、
際

ど
い
内
野
安
打
で
同
点
と
さ
れ
、

プ
レ
ー
オ
フ
と
な
っ
た
。
チ
ー
ム

の
勢
い
は
あ
っ
た
も
の
の
、
不
運

に
も
負
け
を
期
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
来
年
は
、
新
た
な
選
手
加
入

も
お
願
い
し
ま
し
て
、
上
位
を
狙

い
た
い
で
す
。
野
球
好
き
の
よ
ふ

ぼ
く
の
方
々
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
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愛媛教区学生会

おつとめ総会

令和2年1月18日

９時30分～15時

参加費：500円

愛媛教務支庁

愛媛教区学生会

おつとめ総会

令和2年1月18日

９時30分～15時

参加費：500円
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開会式の様子開会式の様子

来年1月の総会での再会を誓いました来年1月の総会での再会を誓いました たこ焼きパーティの様子たこ焼きパーティの様子

池田泰理 講師池田泰理 講師
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今
期
、
思
わ
ず
も
主
事
の
御
用
を
拝
命
し
、

社
友
を
担
当
せ
よ
と
の
こ
と
で
、
愛
媛
教
区

の
代
表
社
友
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
今
治
支
部
の
47
歳
で
す
。

支
部
・
教
区
の
御
用
は
、
届
か
ぬ
な
が
ら

も
20
年
あ
ま
り
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
今
ま
で
に
一
度
も
関
わ
っ
た
こ

と
の
な
い
社
友
を
、
し
か
も
主
事
と
し
て
代

表
社
友
を
つ
と
め
る
に
あ
た
り
、
や
は
り
大

き
く
戸
惑
い
は
あ
り
ま
し
た
。
今
期
、
出
さ

れ
た
愛
媛
教
区
の
社
友
名
簿
を
見
る
と
、
今

期
社
友
を
新
任
さ
れ
た
支
部
社
友
さ
ん
は
、

13
支
部
の
う
ち
今
治
の
1
名
の
み
。

超
ベ
テ
ラ
ン
の
社
友
の
大
先
輩
の
方
々
の

胸
を
借
り
な
が
ら
、
「
ど
う
せ
や
る
な
ら
喜

ん
で
！
」
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

社
友
の
任
務
と
は
、

「
道
友
社
と
と
も
に
『
天
理
時
報
』
や
お
道

の
書
籍
の
購
読
・
普
及
活
用
促
進
、
『
天
理

時
報
』
手
配
り
活
動
な
ど
、
道
友
社
の
諸
活

動
の
教
区
、
支
部
、
直
属
教
会
内
、
海
外
に

お
け
る
啓
蒙
・
推
進
に
努
め
、
本
教
の
布
教

伝
道
に
寄
与
す
る
こ
と
を
主
と
す
る
。
加
え

て
日
本
各
地
は
も
と
よ
り
、
広
く
世
界
で
活

躍
す
る
教
友
の
信
仰
に
基
づ
い
た
活
動
の
情

報
収
集
に
努
め
、
そ
の
情
報
や
記
事
（
写
真

を
含
む
）
を
道
友
社
に
提
供
・
出
稿
す
る
。
」

と
あ
り
ま
す
。

近
年
な
か
な
か
決
め
手
の
な
い
『
天
理
時

報
』
の
増
部
で
あ
っ
た
り
、
社
会
全
体
に
も

言
え
る
こ
と
で
す
が
「
読
書
離
れ
」
の
対
策

の
た
め
に
は
、
た
だ
購
読
の
お
願
い
ば
か
り

に
こ
だ
わ
る
だ
け
で
な
く
、
読
む
こ
と
の
楽

し
さ
、
お
ぢ
ば
の
声
の
大
切
さ
な
ど
を
し
っ

か
り
と
伝
え
た
り
、
読
み
た
く
な
る
紙
面
づ

く
り
の
う
え
で
社
友
が
で
き
る
こ
と
を
考
え

る
こ
と
な
ど
、
愛
媛
教
区
社
友
会
は
Ｏ
Ｎ
Ｅ

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
（
ワ
ン
・
チ
ー
ム
）
と
し
て
取

り
組
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
期
、
思
わ
ず
も
主
事
の
御
用
を
拝
命
し
、

社
友
を
担
当
せ
よ
と
の
こ
と
で
、
愛
媛
教
区

の
代
表
社
友
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
今
治
支
部
の
47
歳
で
す
。

支
部
・
教
区
の
御
用
は
、
届
か
ぬ
な
が
ら

も
20
年
あ
ま
り
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
今
ま
で
に
一
度
も
関
わ
っ
た
こ

と
の
な
い
社
友
を
、
し
か
も
主
事
と
し
て
代

表
社
友
を
つ
と
め
る
に
あ
た
り
、
や
は
り
大

き
く
戸
惑
い
は
あ
り
ま
し
た
。
今
期
、
出
さ

れ
た
愛
媛
教
区
の
社
友
名
簿
を
見
る
と
、
今

期
社
友
を
新
任
さ
れ
た
支
部
社
友
さ
ん
は
、

13
支
部
の
う
ち
今
治
の
1
名
の
み
。

超
ベ
テ
ラ
ン
の
社
友
の
大
先
輩
の
方
々
の

胸
を
借
り
な
が
ら
、
「
ど
う
せ
や
る
な
ら
喜

ん
で
！
」
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

社
友
の
任
務
と
は
、

「
道
友
社
と
と
も
に
『
天
理
時
報
』
や
お
道
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籍
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活
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促
進
、
『
天
理

時
報
』
手
配
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な
ど
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道
友
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の
諸
活

動
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区
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支
部
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内
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海
外
に

お
け
る
啓
蒙
・
推
進
に
努
め
、
本
教
の
布
教

伝
道
に
寄
与
す
る
こ
と
を
主
と
す
る
。
加
え

て
日
本
各
地
は
も
と
よ
り
、
広
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世
界
で
活

躍
す
る
教
友
の
信
仰
に
基
づ
い
た
活
動
の
情

報
収
集
に
努
め
、
そ
の
情
報
や
記
事
（
写
真

を
含
む
）
を
道
友
社
に
提
供
・
出
稿
す
る
。
」

と
あ
り
ま
す
。
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な
か
な
か
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手
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り
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こ
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で
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、
読
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の
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、
お
ぢ
ば
の
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の
大
切
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な
ど
を
し
っ

か
り
と
伝
え
た
り
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読
み
た
く
な
る
紙
面
づ

く
り
の
う
え
で
社
友
が
で
き
る
こ
と
を
考
え

る
こ
と
な
ど
、
愛
媛
教
区
社
友
会
は
Ｏ
Ｎ
Ｅ

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
（
ワ
ン
・
チ
ー
ム
）
と
し
て
取
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組
み
た
い
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存
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。
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社
友
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代
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社
友

織
田

真
吾

織
田

真
吾

大街道献血ルーム 呼び込みひのきしん大街道献血ルーム 呼び込みひのきしん

10月29日【松山南支部】10月29日【松山南支部】11月4日【松山北支部】11月4日【松山北支部】

10月30日【越智支部】10月30日【越智支部】
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12
月
添
乗
担
当
者

森

貴
弘

０
９
０

８
２
８
６

４
６
７
９

高
速
バ
ス
専
用
携
帯
電
話

０
８
０

２
９
９
１

７
３
７
２

（
11
月
お
運
び
分
）

明
治
分
教
会
（
髙
知
）

▽
移
転
願

福
岡
県
筑
紫
野
市

▽
改
称
願

桜
台
分
教
会

伊
豫
松
分
教
会
（
越
知
）

▽
附
属
建
物
増
改
築
願

［
法
人
関
係
諸
願
書
届
］

波
方
分
教
会
（
髙
知
）

▽
代
表
役
員
変
更
登
記
完
了
届

◎
宇
和
島
支
部

宇
和
島
市
布
教
所
（
髙
知
・
宿
毛
港
）

受
理
日

令
和
元
年
９
月
21
日

次
の
方
が
お
出
直
し
さ
れ
ま
し
た
。

慎
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
そ
の
労
を

お
犒
い
申
し
上
げ
ま
す
。

村
上

道
久
さ
ん

享
年
82
才

愛
乃
道
分
教
会
前
会
長
（
愛
豫
）

出
直
日

立
教
182
年
11
月
6
日

11
月
10
日
現
在

宇
摩
支
部

1
件

１
３
、
３
０
０
円

新
居
浜
支
部
４
件

１
３
、
０
０
０
円

道
前
支
部

２
件

２
、
０
０
０
円

今
治
支
部

16
件

２
０
、
０
０
０
円

松
山
北
支
部
１
件

２
、
５
０
０
円

松
山
南
支
部
２
件

３
、
０
０
０
円

松
山
西
支
部
３
件

１
０
、
０
０
０
円

松
山
東
支
部
４
件

２
６
、
０
０
０
円

喜
多
支
部

１
件

３
、
０
０
０
円

宇
和
島
支
部
７
件

９
、
０
０
０
円
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４
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件
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、
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０
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宇
和
島
支
部
７
件
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、
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一
れ
つ
会
寄
付
金
報
告

一
れ
つ
会
寄
付
金
報
告

天

理

直

行

高

速

バ

ス

天

理

直

行

高

速

バ

ス

【
12
月
】

１
日

松
山
南
支
部

例
会

２
日

松
山
東
支
部

例
会

７
日

教
区
祭

８
日

天
理
大
学
ふ
る
さ
と
会

愛
媛
支
部
総
会
16
時
～

９
日

松
山
北
支
部

例
会

14
日

女
子
青
年
忘
年
会
（
～
15
日
）

21
日

教
務
支
庁
清
掃
ひ
の
き
し
ん

９
時
～

22
日

学
生
会
例
会

23
日

教
区
輸
送
会
議

【
12
月
】

１
日

松
山
南
支
部

例
会

２
日

松
山
東
支
部

例
会

７
日

教
区
祭

８
日

天
理
大
学
ふ
る
さ
と
会

愛
媛
支
部
総
会
16
時
～

９
日

松
山
北
支
部

例
会

14
日

女
子
青
年
忘
年
会
（
～
15
日
）

21
日

教
務
支
庁
清
掃
ひ
の
き
し
ん

９
時
～

22
日

学
生
会
例
会

23
日

教
区
輸
送
会
議

教
区
の
予
定

教
区
の
予
定

諸

願

書

受

理

諸

願

書

受

理

修

理

人

巡

教

予

定

修

理

人

巡

教

予

定

12
月

今
治
支
部

12
月

今
治
支
部

訃

報

訃

報

布

教

所

解

散

届

布

教

所

解

散

届

【
お
詫
び
・
訂
正
】

教
区
報
11
月
号
３
ペ
ー
ジ
、
喜
多
支

部
の
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
帰
参
報

告
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く

は
、
少
年
会
員
64
名
、
育
成
会
員
40

名
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。

【
お
詫
び
・
訂
正
】

教
区
報
11
月
号
３
ペ
ー
ジ
、
喜
多
支

部
の
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
帰
参
報

告
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く

は
、
少
年
会
員
64
名
、
育
成
会
員
40

名
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。

（数字は、各支部よりの報告書による）（数字は、各支部よりの報告書による）

立教182年 全教一斉にをいがけデー報告

支 部 教会数
参加延べ
人数

本部リーフ
レット配布数

その他
配布数

宇 摩 24 54 300 100

新居浜 19 99 3,900 380

道 前 25 43 800

今 治 33 80 1130 100

越 智 18 51 1,427 322

松山北 23 26 700

松山南 22 23

松山西 28 40 2000

松山東 25 79 4,900 200

喜 多 16 49 500

西宇和 22 55 900 3,500

東宇和 21 11 500

宇和島 43 65 1000 60

合 計 319 675 18,057 4,662

立教182年 全教一斉にをいがけデー報告

支 部 教会数
参加延べ
人数

本部リーフ
レット配布数

その他
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新居浜 19 99 3,900 380

道 前 25 43 800

今 治 33 80 1130 100

越 智 18 51 1,427 322

松山北 23 26 700

松山南 22 23

松山西 28 40 2000

松山東 25 79 4,900 200

喜 多 16 49 500

西宇和 22 55 900 3,500

東宇和 21 11 500

宇和島 43 65 1000 60

合 計 319 675 18,057 4,662


